
愛知県労働組合総連合

（１） 愛 労 連

登
記
事
務
は
高
度
な
専
門
性
必
要
な
の
に
…

第14回小牧平和県民集会
　　■と　き　10月3日(日)12:30から
　　■ところ　春日井市・花長公園
　　(名鉄小牧線「味美」駅下車南東へ徒歩4分）

九条の会アピール行動
　　■と　き　10月10日(日)13:30から
　　■ところ　矢場町・若宮広場
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猛
暑
の
中
、
県
内
で

２
つ
の
リ
コ
ー
ル
運

動
が
起
き
て
い
ま

す
。
一
つ
は
名
古
屋
市
の
８

月　

日
か
ら
始
め
ら
れ
た
議

27
会
解
散
直
接
請
求
署
名
運

動
、
も
う
一
つ
は
８
月　

日
13

か
ら
始
め
ら
れ
た
西
尾
市
の

市
長
リ
コ
ー
ル
問
題
で
す
▼

地
方
自
治
で
は
こ
れ
ら
の
運

動
は
、
民
主
主
義
か
ら
見
れ

ば
当
然
の
運
動
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
誰
が
運
動
の

主
体
で
あ
る
か
に
名
古
屋
と

西
尾
で
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
ま
す
▼
西
尾
市
は
市
長
が

突
然
、
市
町
村
合
併
（
西
尾

市
と
幡
豆
３
町
）
の
手
続
き

を
住
民
不
在
の
中
、
始
め
ま

し
た
。
市
民
は
「
合
併
は
住

民
投
票
を
行
い
決
め
る
べ

き
」
と
し
た
約
２
万
人
の
署

名
を
集
め
、
市
長
に
提
出
。

こ
れ
に
市
長
が
耳
を
貸
さ
な

か
っ
た
点
で
争
っ
て
い
ま
す

▼
名
古
屋
市
で
は
、
市
長
が

提
案
し
た
政
策
を
議
会
が
認

め
な
い
た
め
、
反
対
す
る
議

員
の
排
除
を
目
的
に
解
散
請

求
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
住
民
主
導
と
い

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
方

自
治
は
住
民
が
主
人
公
で
あ

る
べ
き
で
す
▼
成
瀬
昇
・
元

愛
労
評
議
長
な
ど
著
名　

氏
１４

が
「
議
会
解
散
請
求
に
大
儀

も
道
理
も
な
い
」
と
ア
ピ
ー

ル
を
出
し
ま
し
た
。
ア
ピ
ー

ル
は
「
直
接
請
求
運
動
は
地

域
の
主
人
公
で
あ
る
住
民
の

意
思
で
物
事
を
直
接
決
定
す

る
意
義
の
あ
る
運
動
」「
市

長
の
提
案
が
成
立
し
な
い
か

ら
と
い
っ
て
リ
コ
ー
ル
を
す

す
め
る
の
は
議
会
の
否
定

だ
」
と
し
て
い
ま
す
。
リ
コ

ー
ル
制
度
の
悪
用
を
止
め
さ

せ
、
民
主
主
義
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
梅
）

　名古屋市熱田区沢下町９－７
　　　　　　労働会館東館３Ｆ
　ＴＥＬ ０５２－８７１－５４３３
　ＦＡＸ ０５２－８７１－５６１８
　ＵＲＬ http://www.airoren.gr.jp
　　発行人　吉 良  多 喜 夫
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国
や
自
治
体
の
公
共
工
事
・
委
託
事
業
に
「
一
般
競
争
入

札
｣
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

低
下
と
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
安

け
れ
ば
い
い
｣
と
い
う
入
札
制
度
の
改
善
、
条
例
制
定
を
含

む
「
公
契
約
適
正
化
」
運
動
の
追
求
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。
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　豊橋市職労は春闘期に市役所駐車
場の管理や電話交換、庁舎管理など
ではたらく人たちにアンケートをお
こない、30人から回答を得ました。
　その中でいくつかの問題点が明ら
かになっています。
　30人のうち、月給の社員は13人。
中でも10万円以下という方が９人お
り、時間給に換算して600円台が５
人と驚くべき結果に。明らかな最低
賃金法違反です。
　駐車場管理などの業務は入札で最
も安い業者に委託しています。契約
金額がまともな賃金を確保できる金
額なのか疑問です。
　豊橋市職労の長坂委員長は「住民
のくらしを守る市役所がワーキング
プアをうみだすのは問題。実態を自
治体キャラバンの交渉などでとりあ
げ、問題解決にむけてとりくみをつ
よめたい」と話し、公契約運動の重
要性を語っています。

自治体の委託労働者に
最低賃金法違反！

　

全
労
連
・
全
国
一
般
加
盟
の

民
事
法
務
協
会
労
組
は
、
法
務

局
の
不
動
産
や
証
明
書
・
印
鑑

証
明
な
ど
の
発
行
業
務
を
お
こ

な
う
職
場
で
は
た
ら
く
人
た
ち

の
組
合
で
す
。

　
　

年
間
、
不
動
産
登
記
な
ど

37
国
民
の
大
事
な
財
産
を
守
っ
て

き
ま
し
た
が
、
構
造
改
革
で
３

年
前
か
ら
一
般
競
争
入
札
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
民
間
企
業
の
参

入
に
よ
り
低
価
格
入
札
が
お
こ

な
わ
れ
、
ど
の
企
業
が
落
札
し

て
も
従
事
す
る
労
働
者
に
失
業

と
低
賃
金
労
働
を
押
し
付
け
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
年
で
７
０
０
人
が

３
年
で
７
０
０
人
が　
　
　

や
む
な
く
退
職

や
む
な
く
退
職
にに

　

近
年
落
札
し
て
い
る
企
業
の

多
く
は
派
遣
会
社
で
あ
り
、
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
は
職
場
の
中

で
も
１
割
程
度
で
す
。

　

民
事
法
務
協
会
労
組
の
高
野

直
子
さ
ん
は
「
大
事
な
財
産
を

守
る
業
務
が
『
誰
で
も
で
き
る

仕
事
』
と
さ
れ
、
知
識
も
経
験

も
な
い
人
が
日
替
わ
り
で
か
か

わ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
」
と

話
し
ま
す
。

　

本
来
、
公
務
・
公
共
業
務
は

国
民
や
市
民
の
い
の
ち
と
く
ら

し
、
財
産
な
ど
を
守
る
立
場
か

ら
も
専
門
性
、
継
続
性
、
安
定

性
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
と
い
え

ま
す
。

　

同
労
組
で
は
、
こ
の
間
、
職

員
の
ほ
ぼ
半
数
で
あ
る
約
７
０

０
人
の
職
員
が
退
職
に
追
い
込

ま
れ
、
残
っ
た
労
働
者
も
賃
金

ダ
ウ
ン
と
雇
用
不
安
に
さ
れ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
価
格
を
す
べ
て
労
働
者

の
賃
金
に
あ
て
た
と
し
て
も
平

均
年
収
が
２
８
０
万
円
程
度
と

い
う
低
価
格
入
札
で
す
。

　

業
務
遂
行
の
質
よ
り
も
安
け

れ
ば
安
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
ダ

ン
ピ
ン
グ
競
争
を
や
め
さ
せ
る

た
め
に
、
７
月
１
日
に
は
民
事

法
務
協
会
労
組
や
全
国
一
般
、

国
公
労
連
な
ど
の
仲
間
で
つ
く

る
民
事
法
務
協
会
労
組
支
援
共

闘
会
議
と
し
て
内
閣
府
宛
に
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

 ��
公
契
約
適
正
化
運
動

公
契
約
適
正
化
運
動
��で で　

構
造
改
革
路
線
を
止
め

構
造
改
革
路
線
を
止
め
るる

　

全
労
連
は
「
公
契
約
適
正
化

運
動
」
を
た
た
か
い
の
柱
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。「
公
契
約

適
正
化
運
動
」
は
、
住
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
を
大
義
と
し

て
住
民
と
と
も
に
労

働
組
合
や
市
民
団
体

な
ど
多
数
を
組
織
し

て
と
り
く
む
「
地
域

統
一
戦
線
運
動
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
が
最

終
目
標
で
は
な
く
、

構
造
改
革
の
動
き
を
止
め
る
こ

と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

　

愛
労
連
は
こ
の
間
、
春
の
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
公
契
約
条

例
の
制
定
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
、
ま
っ
た
く
反
応
が

な
か
っ
た
自
治
体
当
局
も
、
最

近
で
は
「
他
都
市
の
動
向
を
み

な
が
ら
研
究
す
る
｣
な
ど
と
変

化
、
入
札
の
総
合
評
価
制
度
の

中
に
愛
知
県
・
犬
山
市
で
不
十

分
な
が
ら
「
労
働
条
項
｣
を
加

え
ま
し
た
。

　

公
契
約
運
動
を
す
す
め
る
過

程
で
入
札
制
度
の
適
正
化
を
は

か
り
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

守
る
こ
と
。
市
民
の
理
解
を
得

て
地
域
一
体
と
な
り
、
協
力
・

共
同
の
と
り
く
み
を
広
げ
る
た

め
、
愛
労
連
は
９
月　

日
の
学

19

習
会
を
ス
タ
ー
ト
に
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

09年春の大集会時に名古屋市中区・栄で
宣伝行動をおこなったときのようす

“ 公契約適正化” で国民のいのちとくらしを守ろう

豊橋市職労
アンケート

� �����

� �����

12月の入札を前に協会側と団体交渉中。雇用を
守ることと同時に国民サービスの低下に歯止めを
かけるたたかいを展開しています。阪野典子さん
㊧、�野直子さん㊥と全国一般の志水委員長㊨
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民亊法務協会労組
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Ｎ
Ｐ
Ｔ
行
動
・
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
と
、
核
兵
器
廃

絶
を
め
ざ
す
暑
い
夏
は
過
ぎ

た
。
し
か
し
一
息
つ
く
暇
は

な
い
。「
核
抑
止
力
｣
論
に

固
執
す
る
民
主
党
・
菅
内

閣
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
・
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
が
示
し
た
労
働

者
・
国
民
の
力
で
「
核
抑
止

力
｣
論
を
打
ち
破
り
、
新
た

な
前
進
を
め
ざ
す
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
た
。　

月　
10

24

日
に
は
「
核
抑
止
力
論
｣
の

危
険
性
を
学
ぶ
学
習
会
（　
14

時
か
ら
女
性
会
館
）
が
お
こ

な
わ
れ
る
。
日
本
原
水
協
は

核
兵
器
廃
絶
へ
の
あ
ら
た
な

署
名
を
提
起
し
た
。
国
際
的

に
評
価
さ
れ
た
「
草
の
根
の

運
動
｣
を
、
職
場
・
地
域
か

ら
す
す
め
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
）

核
の
傘
か
ら
離
脱
し
よ
う

　
「
平
和
な
名
古
屋
港
に
自
衛

艦
は
い
ら
な
い
、
名
古
屋
港
の

軍
事
利
用
反
対
」
を
掲
げ
、
海

上
自
衛
艦
の
入
港
に
抗
議
す
る

集
会
が
、
８
月　

日
夕
刻
、
名

20

古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
埠
頭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
集
会
は
海
上
自
衛
隊
が
８

月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、

21

22

自
衛
隊
を
市
民
に
宣
伝
す
る
た

め
名
古
屋
港
と
三
重
県
四
日
市

　自衛艦にむけてシュプレヒコールをあげる参加者

　

急
激
な
円
高
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。「
１
円
高
く

な
る
と
何
億
円
の
損
失
」
と

い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、

私
達
の
く
ら
し
に
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
の
か
職
場
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

海
外
取
引
は
主
に
ド
ル
建

て
で
行
い
ま
す
か
ら
、
米
ド

ル
と
の
交
換
レ
ー
ト
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
１
台

１
万
ド
ル
で
車
を
輸
出
す
る

場
合
、
円
高
で
も
円
安
で
も

１
万
ド
ル
に
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
企
業
が
日
本
国
内

で
給
料
や
仕
入
れ
代
金
を
支

払
う
と
き
に
は
円
で
払
い
ま

す
。
１
ド
ル
１
０
０
円
の
時

は
１
万
ド
ル
で
１
０
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
が
、　

円
に

85

な
る
と　

万
円
に
し
か
な
ら

85

ず　

万
円
不
足
し
ま
す
。
そ

15
の
た
め
輸
出
大
企
業
は
円
高

を
理
由
に
い
っ
そ
う
の
下
請

単
価
引
き
下
げ
を
押
し
つ
け

て
き
ま
す
。
中
小
企
業
に
と

っ
て
は
死
活
問
題
で
す
。

　

し
か
し
ト
ヨ
タ
の
よ
う
に

資
金
に
余
裕
が
あ
る
企
業
で

は
ド
ル
を
海
外
投
資
や
輸
入

費
用
の
決
済
に
あ
て
ま
す
の

で
、
短
期
の
変
動
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
。
困
る
の
は
中
小
企
業

ば
か
り
で
す
。

不
況
を
い
っ
そ
う

不
況
を
い
っ
そ
う　
　

深
刻
深
刻
にに

　

日
本
は
い
ま
先
進
国
で
唯

一
、
長
期
の
デ
フ
レ
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
に
つ

い
て
財
界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
富
士
通
総
研
は
「
本

当
の
原
因
は
賃
金
の
下
落
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。（
オ

ピ
ニ
オ
ン
２
０
１
０
／
８
／

　

）
こ
の
上
、
円
高
に
よ
る

13賃
下
げ
が
行
わ
れ
れ
ば
、
デ

フ
レ
不
況
を
い
っ
そ
う
悪
化

さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。
オ
ピ
ニ

オ
ン
は
「
わ
が
国
の
場
合
、

　

年
か
ら　

年
の
戦
後
最
長

02

07

の
景
気
回
復
の
期
間
中
も
賃

金
は
上
昇
せ
ず
、
生
産
性
向

上
の
効
果
は
主
と
し
て
企
業

利
潤
と
し
て
溜
め
込
ま
れ

た
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
レ
不
況
の
原
因
が
大

企
業
の
利
潤
蓄
積
と
賃
下
げ

に
あ
る
以
上
、
不
況
対
策
も

こ
こ
に
手
を
う
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
労

働
者
の
賃
上
げ
や
社
会
保
障

の
拡
充
が
最
も
有
効
で
す
。

　
「
金
持
ち
減
税
」や
大
企
業

減
税
で
は
消
費
は
拡
大
し
ま

せ
ん
。「
非
正
規
労
働
者
の

賃
金
格
差
の
縮
小
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
な
ど
に
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
」（
オ
ピ
ニ

オ
ン
）
で
す
。 
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で職場
地域

 話 し あ っ て
み よ う ！

円
高
・
デ
フ
レ
で

く
ら
し
は
ど
う
な
る
？

港
に　

隻
の
艦
艇
を

14

入
港
さ
せ
て
実
施
し

た
「
伊
勢
湾
マ
リ
ン

フ
ェ
ス
タ
」
に
抗
議

す
る
集
会
で
す
。

　

集
会
で
は
、
連
絡

会
代
表
の
宇
佐
美
英

世
氏
が
「
平
和
な
港

を
守
ろ
う
」「
自
衛

隊
は
市
民
の
中
に
入

り
込
も
う
と
し
て
い

る
」「
税
金
の
使
い

方
を
変
え
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
は

「
自
衛
艦
は
名
古
屋

港
か
ら
出
て
い
け
｣

「
平
和
憲
法
を
守
ろ

う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

集
会
に
先
立
っ
て
、「
平
和

と
憲
法
を
守
る
港
区
連
絡
会
｣

「
安
保
破
棄
愛
知
県
実
行
委
員

会
｣
「
愛
知
県
平
和
委
員
会
｣

の
主
催
３
団
体
の
代
表
は
８
月

９
日
、
抗
議
の
申
し
入
れ
を
、

名
古
屋
港
管
理
組
合
と
自
衛
隊

愛
知
地
方
協
力
本
部
に
行
い
ま

し
た
。

　
　

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授

　

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
は
９
月
５
日
、
第　

期
総
会

30

を
開
催
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
や
消
費
税
大
増
税
を

許
さ
ず
、
医
療
、
年
金
、
介
護
、

国
保
な
ど
の
充
実
を
め
ざ
す
方

針
を
確
認
。
当
面
、
国
や
名
古

屋
市
に
向
け
た
請
願
署
名
を
ひ

ろ
げ
る
と
同
時
に
、　

月　

日

10

26

か
ら
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
、
社
会
保
障
拡
充
を
求
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
神
戸
大
学

の
二
宮
厚
美
教
授
を
迎
え
て
お

こ
な
わ
れ
た
記
念
講
演
に
は
１

０
７
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
二
宮
氏
は
、
参
議
院

選
挙
の
結
果
と
今
後
の
民
主
党

政
権
と
の
対
決
点
な
ど
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い

て
、
国
民
が
示
し
た
の
は
菅
政

権
に
よ
る
消
費
税
増
税
に
対
す

る
「
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
」
の
消

極
的
・
受
動
的
選
択
で
あ
っ

て
、
貧
困
と
格
差
の
解
消
や
景

気
回
復
、
財
政
問
題
な
ど
、
国

民
的
課
題
の
決
着
に
つ
い
て
は

先
送
り
さ
れ
、
一
面
的
で
あ
っ

た
こ
と
。

　

み
ん
な
の
党
の
躍
進
に
つ
い

て
は
、
二
大
政
党
に
対
す
る
不

信
と
財
政
悪
化
の
原
因
が
公
務

員
人
件
費
に
あ
る
か
の
よ
う
な

デ
マ
宣
伝
に
よ
る
も
の
と
分

析
。
財
政
問
題
の
主
因
は
「
ム

ダ
・
浪
費
」
で
は
な
く
「
歳
入

欠
陥
」
で
あ
り
、
こ
の
解
決
の

た
め
に
は
大
企
業
・
富
裕
層
へ

の
適
切
な
課
税
が
必
要
と
し
ま

し
た
。

　

民
主
党
政
権
と
の
対
決
点
に

つ
い
て
は
、
応
能
負
担
原
則
に

よ
る
垂
直
的
所
得
再
分
配
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
保
障

で
あ
る
と
強
調
。
今
後
、
予
想

さ
れ
る
民
主
党
の
逆
行
へ
の
対

応
が
重
要
で
あ
る
と
ま
と
め
ま

し
た
。

二宮厚美 神戸大学教授が講演

平和な名古屋港の軍事利用反対
自衛艦は出ていけ

伊勢湾マリンフェスタ抗議集会

大企業･富裕層へ適切な課税大企業･富裕層へ適切な課税をを
愛知県社保協
第30期総会

　

８
月
５
日
、
鉄
道
フ
ォ
ー

ラ
ム
愛
知
は
名
古
屋
市
教
育

館
に
お
い
て
「
あ
れ
か
ら　
23

年
…
国
鉄
闘
争
報
告
集
会
」

を
開
催
し
１
０
０
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
た
か
い
は
、
１
９

８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営

化
の
際
、
全
動
労
（
現
・
建

交
労
）
や
国
労
に
所
属
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
Ｊ
Ｒ
を

不
採
用
に
な
っ
た
差
別
事
件

で
、
鉄
道
運
輸
機
構
に
損
害

賠
償
な
ど
を
求
め
た
訴
訟
は

６
月　

日
、
最
高
裁
第
３
小

28

法
廷
で
和
解
が
成
立
し
ま
し

た
。

　

鉄
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
知
の

村
上
俊
雄
代
表
は
、
争
議
支

援
、
Ｊ
Ｒ
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
と
中
部
運
輸
局
や
Ｊ
Ｒ
へ

の
申
し
入
れ
活
動
な
ど
の
経

過
を
報
告
し
、「
和
解
は
当

事
者
、
組
合
、
支
援
団
体
、

弁
護
団
の
団
結
が
勝
ち
取
っ

た
も
の
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
連
帯
と
ね
ぎ

ら
い
の
拍
手
を
受
け
、
全
動

労
争
議
団
の
工
藤
博
志
さ
ん

は
「
社
会
保
険
庁
な
ど
、
公

務
の
民
営
化
が
つ
づ
い
て
い

る
。
私
た
ち
の
た
た
か
い
を

次
に
つ
な
げ
、
若
者
が
働
く

こ
と
、
生
き
る
こ
と
に
夢
が

も
て
る
社
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
国
労
筑
豊
闘

争
団
の
大
野
文
一
さ
ん
は

「
筑
豊
に
は
Ｊ
Ｒ
採
用
希
望

者
が　

人
お
り
、
解
決
に
全

17

力
を
あ
げ
る
。
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
た
体
験
を
地
域
で
活

か
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

建
交
労
の
坂
田
晋
作
国
鉄

闘
争
推
進
委
員
長
が
経
過
の

報
告
と
あ
い
さ
つ
と
し
て

「
政
治
の
責
任
に
よ
る
雇
用

確
保
と
と
も
に
組
合
間
差
別

の
一
掃
、
安
全
第
一
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
国
民
的
共
同

に
と
り
く
む
」
な
ど
と
述
べ

ま
し
た
。

　

社
会
保
険
庁
の
廃
止
に
と

も
な
う
首
切
り
と
た
た
か
う

全
厚
生
闘
争
団
の
国
枝
孝
幸

さ
ん
、
国
労
の
田
中
博
文
副

委
員
長
、
愛
労
連
の
吉
良
多

喜
夫
事
務
局
長
、
東
海
労
働

弁
護
団
の
高
木
輝
夫
団
長
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
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愛知争議団連絡会議　事務局長　勅使河原勇

さらなる解決に向けて
鉄道フォーラムが報告集会開催

1047名国鉄闘争　～あれから23年～

全動労争議団の仲間たち

たたかう仲間たち　NO.68



愛 労 連
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（３） 2010年9月10日 第20６号

このくそ暑いのに　　高木 徹

あいち労働学校入学式で全日空CAの
尾崎恵子さんから「労働組合に出会い
現実を変えられる」実体験を聞いた

9/4

あいち健康センターが20周年のレセ
プションを開催。全国センター副理事
長・田村昭彦氏の講演に150人の参加

8/28

年金者組合や新婦人などでつくる実行
委員会が後期高齢者医療制度の不服審
査請求を集団提出。約400人が請求。

9/9

　

８
月
１
日
、
若
宮
広

場
で
「
平
和
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
若
い
人
の
間

で
平
和
に
関
心
を
も
つ

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
夏
祭
り
は
労
働

組
合
や
民
主
団
体
・
個

人
を
含
め　

人
の
参
加

30

で
成
功
を
お
さ
め
ま
し

た
。
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
や
８

月
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
お
い
て
も
若
者

の
参
加
が
目
立
っ
た
の

は
特
徴
的
で
す
。

　

若
者
の
要
求
は
「
交

流
と
学
習
」
で
す
。
現

在
、
ど
の
組
合
・
地
域

で
も
次
世
代
育
成
で
苦

労
し
て
い
ま
す
が
「
交

流
と
学
習
」
の
場
を
ど

れ
だ
け
つ
く
れ
る
か
、

そ
う
し
た
機
会
を
ど
れ

だ
け
提
供
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
夏
祭
り
」
で
は
「
普

天
間
基
地
移
設
問
題
」

を
と
り
あ
げ
た
ボ
ー
ル

投
票
、
署
名
な
ど
に
と

り
く
む
か
た
わ
ら
で
雑

談
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
あ
う
青
年
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

今
秋
に
は
愛
労
連
青

年
協
が
実
行
委
員
会
で

準
備
し
て
き
た
第　

回
19

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
、

愛
知
学
習
協
主
催
の
第

１
０
４
期
労
働
学
校
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

　

東
京
で
は
全
国
学
習

交
流
集
会
が　

月
９
〜

10

　

日
に
お
こ
な
わ
れ
る

11な
ど
「
学
習
と
交
流
」

の
場
は
さ
ま
ざ
ま
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
場
所
に
青

年
が
誘
い
合
っ
て
参
加

で
き
る
よ
う
、
情
報
提

供
と
よ
び
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。（
愛
労
連

青
年
協
事
務
局
）

次世代育成のカギは？
より多くの「交流と学習」の場をもとうNO.44

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真（デジタルでも可）と簡単な文
章でお寄せください。しめきりは毎
月４日までに愛労連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433(龍尾)まで
　E-mail　post@airoren.gr.jp

みんなのとりくみ
お寄せください

今年２月の地域総行動は、ハローワーク前アンケートな
ど多くの地域労連が目に見えるとりくみをおこなった

　

愛
労
連
は
９
月
４
日
、
第
１

回
評
議
員
会
を
開
催
し
、　

秋
10

の
と
り
く
み
に
つ
い
て
方
針
を

確
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
、
も
っ
と
も
重
視
す

る
課
題
と
し
て
、
賃
金
切
り
下

げ
反
対
・
年
末
一
時
金
闘
争
で

の
前
進
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

地
域
経
済
を
守
る
運
動
を
本
格

的
に
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
動
車
産
業
に
依
存
し

自
動
車
産
業
に
依
存
し
てて

き
た
愛
知
だ
が

き
た
愛
知
だ
が
……

　

不
況
の
長
期
化
の
も
と
で
中

小
・
零
細
企
業
の
経
営
は
き
わ

め
て
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
急
激
な
円
高
、
９
月

７
日
で
の
エ
コ
カ
ー
減
税
等
の

打
ち
切
り
に
よ
り
、
自
動
車
の

売
り
上
げ
が
極
端
に
落
ち
込
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
影
響
は
真
っ
先
に
下
請

零
細
企
業
を
直
撃
し
、
経
営
そ

の
も
の
が
成
り
た
た
な
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

下
請
の
中
に
は
、
９
人
以
下

の
事
業
所
が
最
も
多
く
、
親
企

業
・
大
手
企
業
が
海
外
進
出
し

て
も
つ
い
て
い
け
な
い
事
業
所

で
す
。
ま
し
て
、
自
動
車
産
業

が
今
後
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
電
気
自

動
車
に
転
換
す
れ
ば
部
品
は
半

減
し
、
下
請
構
造
は
激
変
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
小
零
細
企
業
が
な

く
な
る
こ
と
は
同
時
に
、
労
働

者
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
中
小
零
細
企
業
を
元

気
に
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
こ
の
秋
、
大
き
な
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
く
み

を
す
す
め
ま
す
。

名
古
屋 
全
区
で
中
小
企
業
調
査

童
保
育
支
部
な
ど
も
参
加
し
、

市
民
の
声
を
直
接
聞
く
大
規
模

な
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
も
同

時
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
こ
の
準
備
も
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

名
古
屋
・
河
村
市
長
は
、
議

会
解
散
の
リ
コ
ー
ル
署
名
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は

多
く
の
市
民
が
〝
支
持
〞
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
報
道
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、〝
減
税
〞
を
か

か
げ
な
が
ら
福
祉
・
医
療
を
削

る
河
村
市
長
の
実
態
が
ど
れ
ほ

ど
、
市
民
の
中
に
伝
わ
っ
て
い

る
か
は
疑
問
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
は
、
市
政

の
実
態
を
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
そ
の
声
を
聞
き
、
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
る
と
り
く
み
で

す
。

中
小
企
業
の
活
性
が
雇
用
確
保
に

議
論
深
め
る
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
へ

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済ののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化地域経済の活性化をををををををををををををををををををををを
賃上げ･雇用･くらしを守る共同を追求

　

名
古
屋
市
職
労
・
自
治
労
連

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
実

行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
中
小

零
細
企
業
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
を
調
査
す
る
活
動
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
製
造
業
、
と
り
わ
け

自
動
車
関
連
の
「
金
型
、
切
削

加
工
、
金
属
加
工
・
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
成
型
｣
の
４
業
種
を
対

象
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、　

月
10

　

日
・　

月　

日
に
訪
問
調
査

21

11

11

を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
に
は
愛
労

連
の
ほ
か
、
中
小
企
業
家
同
友

会
や
愛
商
連
も
参
加
、
さ
ら
に

研
究
者
も
加
わ
り
、
本
格
的
な

と
り
く
み
と
し
て
進
め
て
い
ま

す
。

大
企
業
誘
致
の

大
企
業
誘
致
の　
　
　
　

政
策
は
破
た

政
策
は
破
た
んん

　

河
村
市
長
は
「
企
業
は
誘
致

す
れ
ば
い
い
、
中
小
企
業
の
倒

産
は
や
む
な
し
｣
と
い
う
発
想

で
す
。
し
か
し
、
地
域
に
根
付

い
た
中
小
企
業
を
元
気
に
す
る

こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

市
民
の
本
音
を
聞
く

市
民
の
本
音
を
聞
く　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施施

　

中
小
企
業
の
調
査
と
あ
わ

せ
、
福
祉
保
育
労
や
建
交
労
学

　

河
村
市
長
の
言
う
よ
う
に
、

地
域
に
何
の
責
任
も
も
た
な
い

大
企
業
を
誘
致
し
た
と
し
て

も
、
雇
用
の
面
で
も
地
元
か
ら

労
働
者
を
採
用
し
て
い
ま
せ

ん
。
採
用
し
て
も
低
賃
金
の
非

正
規
労
働
者
で
す
。

　

国
や
自
治
体
が
、
輸
出
大
企

業
の
利
益
擁
護
か
ら
本
格
的
な

中
小
企
業
支
援
策
を
う
ち
だ
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
労
連
は
、　

月　

日
（
日
）

11

28

に
、
第　

回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ

27

ウ
ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
丸
山
惠
也
・
立
教

大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
、
ト
ヨ

タ
の
戦
略
・
下
請
問
題
な
ど
多

面
的
に
議
論
す
る
場
と
し
て
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
・
国
民
の
く
ら
し
を

守
る
こ
と
、
雇
用
を
確
保
し
、

労
働
者
が
人
間
ら
し
い
働
き
方

を
求
め
る
う
え
で
、
大
企
業
、

と
り
わ
け
ト
ヨ
タ
を
大
き
く
包

囲
し
て
い
く
こ
と
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

対
大
企
業
・
対
政
府
・
自
治

体
に
対
し
て
政
策
の
転
換
を
求

め
て
い
く
運
動
を
こ
の
秋
か
ら

強
め
て
い
き
ま
す
。

　

全
労
連
が
提
起
し
た
「
雇
用

と
社
会
保
障
に
よ
る
福
祉
国
家

を
め
ざ
す
｣
と
り
く
み
の
一
環

と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
ト
ヨ
タ
包
囲
の
運
動
を
職

場
・
地
域
で
す
す
め
ま
し
ょ

う
。　
　

2010年秋

雨
の
中
１
０
０
０
人
以
上
が
集

ま
っ
た
２
・　

ト
ヨ
タ
総
行
動

11

と　き　10月３日（日）16時スタート
ところ　鶴舞・スポルト名古屋　
参加費　1000円＋靴代400円
※終了後懇親会をおこないます。　　

■愛労連青年協2010ボウリング大会

　　平和夏祭りにあつまった青年たち



愛 労 連

■
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
Ｔ
Ｖ

番
組
で
は
民
主
・
公
明
・
自
民
・

み
ん
な
の
党
し
か
で
て
い
な
く

て
、
み
な
法
人
税
減
税
、
消
費

税
Ｕ
Ｐ
を
問
題
解
決
の
方
向
と

し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
国
家
公

務
員
の
給
料
を
下
げ
る
こ
と

も
。
労
組
の
役
割
が
大
き
い
と

思
う
。（
愛
教
労
・
加
藤
典
子
）

■
愛
労
連
も
年
金
者
組
合
愛
知

も
結
成　

年
。
こ
の
間
、
厳
し

20

い
情
勢
に
抗
し
な
が
ら
、
労
働

者
や
高
齢
者
の
拠
と
し
て
と
も

に
地
域
に
根
を
張
り
踏
ん
張
っ

て
き
た
。
結
成
以
来
の
役
員
方

も
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
そ
う

だ
が
、「
成
人
」
し
た
組
織
の
本

領
発
揮
は
こ
れ
か
ら
。
発
展
・

前
進
を
期
待
し
、
地
域
で
も
一

層
頑
張
り
た
い
。（
年
金
者
組

合
・
原
田
寛
）

■
自
治
労
連

執
行
委
員
長　

梅
野
敏
基
／
副

執
行
委
員
長　

望
月
敦
／
同　

柳
進
／
同　

大
橋
宗
明
／
同　

長
坂
圭
造
／
同　

林
達
也
／
書

記
長　

伊
藤
慎
次
／
書
記
次
長

　

村
田
和
広

■
医
労
連

2010年9月10日 第206号 （４）

　
「
派
遣
労
働
者
の
管
理

者
」
と
い
う
と
な
じ
み
が
な

い
で
す
が
、
正
規
職
員
と
は

い
え
、
働
か
さ
れ
方
は
登
録

さ
れ
た
派
遣
社
員
と
な
ん
ら

か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
誤
解
や
偏
見
か
ら
も
闘

っ
て
い
る
」
と
話
す
の
は
日

総
工
産
裁
判
の
原
告
の
1

人
、
多
田
司
さ
ん
で
す
。

　

派
遣
管
理
業
務
は
、　

時
24

間
３
６
５
日
休
み
な
し
で

す
。
１
人
が　

人
を
受
け
持

50

ち
、
早
朝
か
ら
個
々
の
出
勤

確
認
業
務
に
始
ま
り
、
夜
中

に
「
電
球
が
切
れ
た
か
ら
来

て
く
れ
」
と
い
っ
た
事
態
に

も
対
応
し
ま
す
。
ま
さ
に

�
便
利
屋
�
で
あ
り
「
電
球

く
ら
い
自
分
で
…
」
と
い
う

と
、
す
ぐ
に
会
社
に
苦
情
が

入
り
、
労
働
者
と
会
社
の

�
板
挟
み
�
状
態
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
受
け
持
ち

の
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
、

「
情
も
わ
い
て
い
た
」
と
多

田
さ
ん
。
派
遣
切
り
に
あ
っ

た
際
も
相
談
に
の
っ
て
職
安

に
送
迎
し
た
り
と
親
身
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

彼
ら
に
「
派
遣
切
り
」
を
告

げ
る
役
目
は
、「
辛
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
管
理
者
自

身
が
解
雇
通
知
を
う
け
る
結

果
に
。
納
得
の
い
く
説
明
は

な
く
団
体
交
渉
で
も
不
誠
実

極
ま
り
な
い
会
社
側
の
対
応

で
提
訴
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
お
金
の
為
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
や

実
態
を
知
ら
せ
た
か
っ
た
」

と
多
田
さ
ん
。
争
議
の
報
告

会
で
は
「
場
違
い
」
と
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
何
度
も
足
を
運
ぶ
こ
と

で
「
徐
々
に
理
解
者
や
支
援

者
が
増
え
て
き
た
」
と
話
し

ま
す
。「
全
国
に
散
々
に
な

っ
た
同
僚
た
ち
と
と
も
に
、

支
え
て
く
れ
る
仲
間
の
つ
な

が
り
が
力
に
な
り
ま
す
」
と

笑
顔
で
語
る
多
田
さ
ん
。

　

裁
判
は
中
盤
で
す
が
一
進

一
退
の
状
況
で
す
。
支
援
す

る
会
（
ポ
イ
捨
て
許
さ
ぬ

会
）
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｏ
）
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多田　 司  さん
つかさ

愛労連ローカルユニオン
日総工産関連労組

辛
か
っ
た
「
派
遣
切
り
」
の
役
目

結
局
私
た
ち
も
使
い
捨
て
に

NO.69　愛労連LU

■中電アスベスト報告集会
　9月25日（土）15:00～
　労働会館東館ホール
■全労連東海北陸ブロック組織拡大交流会
　10月2(土)13:30～3日(日)12:00
　労働会館東館ホールおよび本館2F
■年金者一揆
　10月15日（金）14:00～
　栄広場（名古屋）および三河地域
■自治体キャラバン団長･事務局長会議
　10月15日（金）18:30～
　労働会館本館2F会議室
■第12回あいち高齢者大会
　10月20日（水）10:00～
　名古屋市公会堂4Fホール
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■ヨコのカギ

①これになれば学者としても一流です
③神経を……する
⑤ここから入ってください
⑧外国人と英語で……する
⑩紙が破れたらおしまい
⑬「山車」の読み方
⑮エッフェル塔のある国
⑰かくし芸は声帯……です
⑱……で旅費をかせぐ
⑲預金につきます
⑳アルファベットのつづり

※前号(205号)でヨコのカギ⑧が抜けて
いました。お詫びいたします。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
あ
い
さ
つ
は
ア
ロ
ハ
！

②
類
語
は
「
海
千
山
千
」

④
１
８
７
６
年
ベ
ル
が
発
明

⑥
ち
か
ら

⑦
た
ま
ご
か
ら
か
え
っ
て
間

も
な
い
魚

⑧
…
…
兵
器
廃
絶
！

⑨
最
初
に
言
い
出
し
た
人

⑪
書
道
に
必
要
な
も
の

⑫
二
つ
の
も
の
の
争
い
に
乗

じ
て
、
他
の
者
が
な
ん
の
苦

労
も
な
く
手
に
入
れ
る
利
益

⑭
「
会
社
」
の
略

⑯
…
…
の
交
わ
り
（
し
た
し

い
つ
き
あ
い
）

 【解き方】 　「魚」 は 「サカ
ナ」 または 「ギョ」 と読ん
でください。二重ワクの
7文字をうまくならべる
と言葉ができます。ヒン
トは中の絵。

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か
紙面に対する感想・意見を記入の上、10月5日ま
でに愛労連（〒456-0006名古屋市熱田区沢下町
9-7労働会館東館3F）まで応募下さい。正解者
の中から、抽選で図書カードを進呈します。な
お、お寄せいただいたハガキの中から近況や感
想・氏名・組合名を紙面で紹介させていただき
ます。

クロス・漢クロス・漢字字
ワードパズワードパズルル

【
前
号
ク
イ
ズ
の
答
え
】

　

前
号
２
０
５
号
（
8
月

号
）
の
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答
え
は
「
ホ

シ
ヅ
キ
ヨ
（
星
月
夜
）」
で

し
た
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で　

名
の
方
に
図
書

10

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
。

　労働相談には様々な相談が

寄せられるますが、最近の特

徴は飲食産業の異常な長時間

労働や介護職場の乱暴な職員

イジメ、パワハラなどの相談

が目立っています。

　中でも、○○予備校や家庭

教師などの会社は表向ききれ

いに見えますが裏は労基法無

視の無法地帯です。

　先日面談した契約社員は、

会社の一方的な契約書によっ

て辞めるにやめれないで困っ

ていました。

　この会社の契約書によると

①１年間契約した以上、期間

内契約解除することはできな

いが、当社の規定によりやむ

なく契約解除する場合は１ヵ

月の報酬を支払うこと。②個

人契約の禁止の項では教師は

違約金として300万円支払わ

なければならないこと。③そ

の他の項では、本契約に関す

る紛争は東京地裁を専属的合

意管轄裁判所とする。など独

裁的なひどい内容です。

　労基法第16条には（賠償予

定の禁止）使用者は労働契約

の不履行について違約金を定

め又は損害賠償額を予定する

契約をしてはならないとあり

ます。また、民法628条はや

むを得ない事由による解雇の

解除を認めています。参考に

してください。　（Ｔ）

一方的な委託契約におびえる契約社員

執
行
委
員
長　

鈴
木
弘
之
／
副

執
行
委
員
長　

石
田
恵
子
／
同

　

幸
島
元
彦
／
同　

永
田
敏
剛

／
同　

西
野
ル
ミ
子
／
同　

野

崎
清
仁
／
同　

堀
場
一
男
／
書

記
長　

西
尾
美
沙
子
／
書
記
次

長　

小
岩
朋
宏
／
同　

田
島
保

利
／
同　

林
信
悟

■
愛
労
連
交
運
部
会

部
会
長　

光
部
泰
宏
／
副
部
会

長　

杉
本
忠
久
／
同　

大
塚
崇

弘
／
事
務
局
長　

谷
藤
賢
治

■
東
三
河
労
連

議
長　

藤
原
章
雄
／
副
議
長　

虻
川
よ
し
子
／
同　

後
藤
伸
也

／
同　

村
松
一
成
／
事
務
局
長

　

榊
原
正
志
／
事
務
局
次
長　

中
村
貴
博
／
同　

山
本
和
正

■
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

執
行
委
員
長　

黒
島
英
和
／
副

執
行
委
員
長　

木
村
泰
治
／
書

記
長　

伊
豆
原
直

【
お
詫
び
】

　

前
号
（
２
０
５
号
）
４
面
で

菅
代
議
員
の
お
名
前
が
「
管
」

と
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

２
面
の
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
一
覧
で
「
み
な
と
公

害
患
者
と
家
族
の
会
」
の
お
名

前
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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　全国の学習組織と労働組合が協力・共同して
開催。「地域、産業、年齢をこえて学び、交流
できる」のが集会の魅力です。

日時：10月９日(土)午後～11日(祝)昼まで
場所：日本教育会館一橋ホールなど
　　　　記念講演　伊藤千尋さん、萩原伸次郎さん

参加費：5000円　※宿泊費15,000円、1日参加券あります。

問い合わせ先／愛知学習協　TEL052-883-6960

学習交流集会in東京のご案内

寺坂渉副委員長㊧と林拓己書記次長
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福
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保
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海
地
方
本
部

は
第　

回
定
期
大
会
を
９
月
５

24

日
、
労
働
会
館
東
館
ホ
ー
ル
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
東
海
地
本
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目
標
の
７
５
０
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ま
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。
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福
保
労
の
仲
間
づ
く
り
で

は
、
昨
年
９
月
に
お
こ
な
っ
た

「
介
護
・
障
害
職
場
の
話
を
聞

こ
う
」
と
い
う
交
流
会
を
皮
切

り
に
、
４
月
に
は
日
頃
な
か
な

か
会
え
な
い
地
域
に
点
在
し
た

仲
間
と
の
職
場
交
流
と
し
て

「
地
域
分
会
」
を
成
功
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
の
新
入
職
員
を
歓

迎
す
る
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
も
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
「
楽
し
い
だ
け
の
お
祭
り
」

に
せ
ず
、
未
組
織
の
人
も
参
加

し
や
す
い
と
り
く
み
に
と
議
論

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
組
織
化
」
の
重
要
性
が
一

人
ひ
と
り
の
組
合
員
に
根
付

き
、
青
年
を
中
心
に
要
求
と
と

も
に
楽
し
く
達
成
す
る
こ
と
を

追
求
で
き
た
こ
と
で
み
ん
な
が

力
を
合
わ
せ
、
組
織
の
拡
大
と

強
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
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「
語
れ
る
場
」が
必

 「
語
れ
る
場
」 が
必
要要

　

組
織
部
の
寺
坂
渉
さ
ん
は

「
仲
間
と
つ
な
が
る
こ
と
が
好

き
」
で
や
り
た
い
こ
と
、
楽
し

い
こ
と
を
企
画
し
て
き
ま
し

た
。「
思
い
を
出
し
合
う
こ
と

で
共
感
が
生
ま
れ
、
居
心
地
の

い
い
空
間
に
な
り
、
さ
ら
な
る

つ
な
が
り
へ
」
と
寺
坂
さ
ん
。

　

書
記
次
長
の
林
さ
ん
は
「
職

場
の
悩
み
を
語
れ
る
場
が
ほ
し

い
」
と
い
う
参
加
者
の
声
を
聞

き
、「
職
場
交
流
の
場
の
重
要

性
を
感
じ
た
」
と
言
い
ま
す
。

13年ぶりの最高現13年ぶりの最高現勢勢

福祉保育労東海地本 750人
地本達成


